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会長1 ,,? Jg等i攻-＼.

日々の暮らしの中で,生油に追われながら自分の体調に一喜一憂しているうちに

一年がアツという間に過ぎてしまいました.

一年に季節があるように,会の運営にもその都度決まった行革があって,それぞれ

の役点の皆様ががんばっている中,私は何をどうすればよいのか思いあぐねている

うちに,一年の決算と来年度の予定を考えなければならない時が釆ました.役員

の皆様にすっかり頼っていた一年であったと反省し尊りです

世の中の情勢は厳しくなるばかりの様で,私たち患者も静かに療養生情を送って

はいられない様で,社会に向かって声をあげなければ与えられていた権利も失くし

てしまう号音肉強食の時代の様です-この再生不良性貧血の会の皆様の声を社会に向

かって伝える役目を果たし,患者一人一人の声をすくい上げていける会にしたいと

思いながら暗中模索の状態です･その為にも,患乱家族の皆様のご意見,ご質問

ご要望をお聞かせていただき,これからの会の運営の参考にさせていただきたく思

っています･ ~年に一度の総会です.多くの皆様のご参加を心よりお待ちしており

ます

●

●
野村幸子



◆定期給会

再生不良性貧血部会の第2 5回定期総会を行います･ 1年間の行事を決める大事

な会議です･是非ご参加下さるようお願い致します.

又･日頃の不安や悩み等をご相談下さい･多数の参加をお待ちしております.

記

●

●

日　時　　平成10年6月6日(土)

午後1時～4時

場　所　　札椀市中央区南4条酉10丁目

2S (011) 512-3233

北海道難病センター

臥会場準備のため5月30日までに同封のハガキでご連絡下さい

出席の際には､会報3 8号をご持参下さい.



日時:平成10年6月6日(土)

pM1時-PM4時

場所:北海道難病センター

- I)..I.:/ : t:莱:: :/:Ii'iTIこ■:=義盛:ilIi-:･

1.会長挨拶

2.議長選U,

3.平成9年度摘動報告

4.平成1 0年度括動計画案

5.平成9年度決算報告

6.平成1 0一年度会計予算案

7.役員改選

8,会員の自己紹介および近況報告

9.医療相談会　　　PM3時～　　北大第3内科　桜田先生予定

●



平成9年度精勤孝艮告

5月⊥･3日　　会報ひまわり36号発行

5月3 1日　　再不貧の会第24回定期総会

6月　2日　JPC精勤

● 6月29日　難病連札幌砲区合同レクリエーション

7月26日　　難病連第24回全道集会

7月27日　　　　　　　　〝

9月　6日　　再不貧の会医療キャンプ

9月　7日　　　　　　　　〝

10月5日　　会報ひまわり37号発行

● 10月10日JPC全国一斉街頭署名

1 2月14日　　難病連クリスマスパ-ティー

3月　7日　　難病連チャリティーバザー

3月　8日　　　　　　　　〝
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(難病センター)

1 2名参加

1名参加

(北大苫小牧演習林)

4名参加

(札幌かでる27)

6名参加

〟

(定山漠)

9名参加

〝

(3名参加)

(ェンペラー)

1 2名参加



平成1　0年度括動言十画

5月　9日　　会報ひまわり38号発行

5月16日　　難病連総会

6月　6日　再不貧の会葬24回定期総会と医療相談会　(難病センター)

8月　1日　　難病連第23回全道集会

8月　2日　　　　　　　　〝

8月21日　　会報ひまわり39号発行

9月　5日　　市不貧の会医療キャンプ

9月　6日　　　　　　　〝

10月1 0日　　JPC全国一斉街頭署名

10月2 5日　　医療講演会

11月14日　　JPC全国集会

(登別)

( 〟 )

(富良肝)

(　〝 )

(北大第3内科　桜田先生予定)

11月15日　　　　　　〝

12月13日　　難病連チャリティクリスマスパーティ

3月　上旬　　難病連チャリティバザー



科目 剴土D�7疫ﾈ螯ﾅ｣���yD�7姥ﾙwｹ4Ywb�ﾂ��ﾈｿ8+Y?�ｿ89���eﾕ��

事業費 

総会.大会費 � 抱耳磁��ｵ��8ﾔc�u����8ﾔﾉцﾘvh蓼ｿ�ｪﾕ�ｼ94ｸｵ9Fｲ���5(4｢ﾖ�ﾈ���

淋毒全道集会 價-♂エ 

医療 儼ﾈ橙�C,aVO �� 

検診相談会 �10L717D �)｢�

Fl,じ.. 儉z:I 班S86b�隱��+ZC菘S��� 

手旨導ハノブ 冕fLu､l∠スー■､ 

-研修会jL,,FtTD 剪�

XrLコ= 凵ﾛJPrTご 偵��r� 

実態調査費 刄�0,0廿0… � 

田 � �� 

相談員補助 � �� 

活動費 價iD.07r7フ �2�ﾊH6ﾕI�ﾈ刮<Tﾂr�

負担金 剩ｨ�e8,W"�/3/L7DD ��

全国会負担金 剪��ﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾘ耳爾ﾘ耳爾ﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒｲﾒﾒﾘ耳耳爾ﾘ耳耳耳耳爾ﾘ耳耳爾ﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾒﾘ耳耳耳爾ﾘ耳磁����ｲ(耳爾�ﾆfｦ2��ﾃ�s��ｨ9��｢ﾓ����

コ=~ 

K 剿･��ｨ4陋7'H7B�白ﾅ��､｣ﾉX��

維持 俾�-ﾃC�y��櫨Eｨ6ｩHr�3.Crtフ一つ �ｨ��i.｢�*����運営費 事務局費 儉t,i,n ��2ﾉDH�｢��

こし∠フ亡 ��sx�途�3g ��

事務消耗品貿 剪��ｨ4篳��,H5�*��9 �ｨ爾ﾒ����

通1 剩� 筈ﾂ纈襯･T��1_i~D ��尼�

父 儂��ゝ云L77TL3 亦やﾂﾗTB� 

資 剩� 筈ﾃ｢� 遅�(爾ﾂ�%��

雑費 剪�i 致��

摂立金支出 剪�∠ノてク′占石を 佻ﾆr�*�渧+�����ﾍﾂ�

予備費 剴2��r苒� 

次期繰越金 剪�Jj>.3 ��

支出合計j791.0.06込しぎai -6- 



財警告9]E7芸BE"病達観　『

慧rS会決等を葦艮告竜=

部会名　再生不良性貧血部会
や収入の吉日

自: 1997年4月　1日

至: 1998年3月31日

･=計支出のきrS



財団法人　北海道難病連

1 9　98年度

曹rS全会言十干算二審
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-肝炎訴訟を励ます北海道大集会-

3月1 2日肝炎患者の救済をめざして

肝炎訴訟を励ます3. 1 2北海道大集会が札幌カ
デル2･ 7にて行われました,

この訴訟は,注射針や筒を一人毎に取り替えない

集団予防接種によってB型肝炎に感染した患者が原
●告となり,予防接種を行った国に対して損害賠償を
求めているものです.

H I V訴訟で国は非を認め和解に応じましたが,
この肝炎訴訟についても一刻も早くその非を認め,
一日も早い肝炎患者の救済を求めるものです.

当日は肝炎患%,難病患者,一般市民等,多くの
参加がありカデルホ-ルは満席となり,関心のたか
さが伺われました.

東京H I V訴訟原告団元副代表の川田悦子さんの
講演では厚生省が犯した大罪,薬害エイズに苦しむ

●龍平君や,多くの患者,ご家族のひとつひとつの言
葉が参加した方々の涙を誘い,国の過ちはけっして
許してはいけない,肝炎訴訟も絶対に勝利を,と会
場は心が一つになりました.

他人事ではなく,何時自分の事となるかわからな
い,そして北海道難病連で一緒に行動する仲間とし

て,今後の肝炎訴訟みまもり,一人でも多くの方に
この訴訟を支援していただきたいと思います.



( ｢,fF衆訴訟を励ます北海大集会J資料より)

肝炎訴訟の結審を一日も早く,I

秋　元　郁　子

ェィズ訴訟のニュースがマスコミに登場して以来､裁判勝訴､国との和解成立とその

道程のご苦労は､一口に言い難いと想像されるoその憤りは､新聞やテレビからよく伝

わった｡

それは原告の当時予備校生だった川田龍平君のクラスメイト-の勇気ある告白から始

まり､お母さんとの二人三脚による文字通り必死の訴えが天に通じたからであると思わ

れるQ

それ以前の平成元年6月30日､札幌地裁に訴えたのか肝炎訴訟である｡当初､やはり

マスコミにも取り沙汰された｡

原告の5名の肝炎患者と同じ友の会の一員であり､すでにB型肝炎ウイルスによる慢性肝

炎を発症していた私は､傍聴席に何度か足を運んだD

しかし､この8年間のうちに肝硬変-と進行してしまい､気分のすぐれない時は傍聴も

ままならず､他の患者仲間にはもっと大変な人もいた｡

現在､合併症である食道静脈癌をこの2月に発見され､入院治療が始まった矢先､エ

コーとCT検査の結果､肝癌の疑いがあると告知され､その治療が優先するため医師にす

べてを委ねながらも､不安の日々を過ごしているo

肝硬変はいまだに治安法がなく､その進行を阻止できないため､癌になっていないか

どうかの定期検査はしても､癌予防法も確立されていないoただ唯一の救いは､この病

院の医師や看護婦さんが日夜研嬢をつみ､肝炎の治療と延命のため､公私の区別なく応

接してくれていることであるo

私の肝臓に巣くっているウイルスによる肝炎は､遺伝によるものではなく､手術の際

の輸血でもなく､個人の不注意による原因も全く考えられないo戦後､国(厚生省)が　●

金eg---斉に行ってきた集団予防接種の針と筒の連続使用によるものしか考えられないと

いう訴えの裁判であるo

私の悲願は､国が一日も早くその非を認めてくれることであるoそれも生命のあるう

ちにである｡

沈黙の臓器と言われる肝臓病で苦しんでいる人々(中には､すでに亡くなられた方も

多い)が､2盲万人とも3百万人とも言われているo知らないうちに自分の肉体が蝕まれ

命が削り取られているのを考えると､いつも腹立だしさと悲しさとやりきれなさに襲わ

れる｡

この3月､短大と大学を卒美し､社会人として巣立ったわが子の準備一つしてやれず､

家事を押しつけている娘と､早朝1時間かけて出勤している主人のことを思いつつ､次の

治療を待ちながら､現在入院中であるD

-上1-



( ｢肝多･!訴訟を励ます北海鳩会.･資料より,I

長い旅路と心の叫び

佐　藤　不二子

肝炎訴訟＼ ｢何としても勝訴を｣という重い荷を背負いながら､ -歩一歩命の灯を求め

ようやく結審に向かって大きな山場にたどり着くことができましたo

長い年月には御協力いただいた方々の姿か次々と消え､今日はあっても明日なき姿を

思うと､とても残念で早い思いがいたしますo去る1989年9月28日､第1BJ口頭弁論の

開かれた日はとても肌寒く､傍聴券を得るため屋夕托列をなしながら､緊張と寒さのた

●　　　　･　　　　　._

まることなく｢人権思軌､生まれながらにして如何なる場合においても平等に生きる権

利のあることを､旗印に進みたいものと記載されていたような記憶が残っておりますo

今日､この頃の行政の在り方を思う時､弱者切り捨ての感が強く､福祉の谷間で生きて

いかねばならない私たち患者は､行政の力なくしては生きてはいけませんo r集EF予防接

種によるウイルス感染｣という行政の安田さから産み出された病気でありながら､行政

によって殺されては余りにも無念ではありませんか?

訴訟も一喜一憂の長い旅路ではありましたが､医療関係者の立証もさることながら､

真夏の太陽の照りつける中､そして寒い大雪の日も､私たち肝炎患者の強い意志が大き

な力となり傍聴席を埋めつくしながら進んできて､今裁判の山場を迎えようとしている

のですo少しでも実りある判決が出ることを願うものです｡

私は患者会の相談コーナーを担当しておりますので､肝炎患者さんたちの生の声を直

●　按聞く場面が多く切実な恩納ヾします｡今の厚生省の在り方や､行政に患者はとても敏

感で､恐怖を抱きながら､闘病していますo黄症で黄色くなった皮膚に点滴をしなから､

｢厚生省の難病患者-の自己負担導入の方針は､道もすぐに受入れて､肝炎についての特

定疾患も打ち切りになる/Uだろうか?そうなったら生きていけないな-｣とTさんは言

いましたo肝性脳症のためか､育ち盛りの子供がありながら､ 40代で職を失い｢俺もお

母さんのお荷物さ｣とうっすらと涙を浮かべて､ ←話をしてたら元気がでたよ｣とにっこ

り無理な笑顔で病棟へと帰っていったKさんは､ ｢佐藤さんより先には死ねないよo俺は

若いんだから･.･｣と言っていたのに､その2日後家族を残して帰らぬ人になりましたo

腹水が溜まった大きなお腹で＼一秒一秒命の灯が消えつつあることを知りながらrO

Oさん頑張ろうね｣ t:をのべると､にぎり返してくださったYさんo沢山のご協力あ

りがとう＼心の中.L･は涙が涜41ます.ある朝病院前に救急車､本人の意志で家族の待つ
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( ｢肝炎訴訟を励ます北海大旗会｣資料より)

故郷､函館で余生を終えたいと手を振って別れて間もなく計報が届きました｡まだ50才

でしたC

集団予防接種による肝炎ウイルス感染､余りに惨めな､無残な患者の人生のありよう

に､ペン先が重りますo

私もこれらの方々同様に昨年の7月肝癌の治療を受けました｡ ｢苦痛と死｣の二文字に

日々怯えながら余生を送り続けるであろうと- ｢こんな病気で死にたくない｣これか私

たち患者の心の叫びです｡

厚生省の方たちに私たちの患者の叫びを少しでも届けたい｡裁判で勝訴しなければ､

この思いは届かないものなのでしょうか?

裁判長もこの裁判の判決がいかに私たちの人生を左右するか､しっかり考えて判決を

書いて欲しいものです｡

患者甲皆さん､生きるために心弛む事なく最後まで頑張り抜こうではありませんか｡

難病対策の後退を許すな

北海道肝炎友の会会長　佐　藤　春　男

肝炎患者に対する道の医療費公費負担制度は､昭和49年(1974年)から実施されてい

ますが､財政事情を理由に98年度から大幅な受給者の打ち切りや国の制度に準じての患

者一部負担が導入されようとしています｡

肝炎患者の多くは訴訟でも明らかになっているように､針･筒の連続使用による国が

強制実施したズサンな集団予防接種によって感染させられたといっても過言ではありま

せんQ

国はその茸任を認め､肝炎患者-の謝罪と救済をすみやかに行なうべきですo

財政事情を優先させ､公費負担制度を後退させることは絶対に許せませんD

肝炎友の会は､他の難病患者や団体､道民のみなさんと力を合わせ､難病医療だけで

はなく､健保､介護､年金など､社会保障制度全体の後退､切り捨てに反対し､健康と

生命を守るためがんばります｡

-13-
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( ｢肝炎訴訟を励ます北海大集会｣資料よu )

払たちの裁判の重み

代表世話人　菊　地　昌　葺

8年をかけた私たちのたゆまぬ努力の結果＼肝炎がエイズと全く同じ､厚生行政によっ

てつくられた病気､まさに厚生省の犯罪であることが明らかになってきi:L,た｡このあ

と､原告の証言､それに対する尋問で､年内に5回の期日が設定されており､今年中に結

審､来年早々にも判決が出る見通しとなりました｡

いよいよ重大な局面に入ってきましたo言うまでもなく､この裁判は､原告､北海道

の肝炎患者だけでなく､全国の肝炎患者､さらに本質的には､すべての難病患者にかか

もるものです-府の弱者切｡捨て政策か露骨になってきた現在､私たちの裁枇ます

ます重い意味をもってきました｡

私たちの力量不足もあり-たが､病気の性質もあ｡､残念ながらエイズ訴訟のよう

に運動が全国に広がって厚生省を追いつめるところまでいっていませんoことがらは全

国にかかわるのに､札幌だけで孤独な願いを続けている形ですoしかし､弁護田の先生

方の粘り強い地道な活動のおかげで､賢任逃れに終始する馴帽あと一歩まで追い込む

とともに＼肝炎が集団予防接種によって広まった真相は､徐々に国民の間に浸透しつつ

ありますo私たちはこれまでの闘いの成果に自信をもっていますo

しかし､本当の闘いはこれからですo私たちは､全国の難病患者の厚生省に対する闘

いの先頭に立っているつもりで､この訴訟を全国に広げる努力を続けていきます｡

本日の集会もその闘いの-環ですoご参加下さった方々に心から卸礼申し上げると同

時に､あわせて､全国の肝炎患者を救済する福祉政策を引き出すような判決を安静する､
■　瞥判長への陳情署名と､ 『もう一つの厚生省犯罪･･.予防接種が広めた肝炎』 (かもがわフ

ックレット600円)のお求めにもご協力下さるようお願い申し上げます｡

本日は､本当にありがとうございました｡
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( ｢肝炎訴訟を励ます北海大築会J資料i:り)

｢B型肝炎訴訟の経過と現状｣

弁護田　臭　泉　尚　洋

肝炎訴訟は､ B型肝灸患者(感染者) 5名が原告となり､肝炎ウイルスに感染したのは

集団予防接種の際に注射器の針や筒を1人ごとに取り替えないで連続接種を行ったのが

原因であるとして､予防接種を行った国に対して損書賠償を求めている裁判ですo

B型肝炎ウイルスは血液により感染する病気ですが､乳幼児期にウイルスに感染する

と体の中にウイルスが住みつく状態になり(キャリア化)しばらくの問は症状は出ませ

んが､将来的に慢性肝炎､肝硬変そして肝ガン-と進行していくのです｡

B型肝炎キャ.ノアは､厚生省の統計資料でも全国で120万人から140万人いると言われ●

ています｡また､肝ガンや肝硬変で1年間に4万5000人以上の方が亡くなっていますが

(1996年統計)､この中の約4分の1がB型肝炎キャリアであろうと推定されています｡

このように多くのB型肝炎の感染が広がった原冠はどこにあるのでしょうか｡感染経

路は血液によるものですから､一般に輸血や滅菌不十分な医療器具の使用により感染す

ると考えられていますoそこで､思い起こされるのが予防接種です｡日本においては予

防接種が強制的に行われてきましたが､その接種方法は学校や公民館等に生徒や住民を

集めて集団で接種する方法が取られてきました｡この際､注射器･針を1人毎取り替える

ということは行われませんでしたoこれは私たち自身の記憶にもあると思いますoこの

ような､予防接種における注射器･針の連続使用机B型肝炎ウイルスの感染が広がった

大きな原因なのです｡

WHOは1953 (昭和28)年に､予防接種の際に注射常･針を連続使用すると肝炎の感

染の危険があるとの報告を出していましたoこの報告は当然日本にも届いていましたo ●

しかし､国はこの後も連続接種を止めませんでした.昭和33年の予防接種蔑別により注

射針を1人ごと取り替えるように決めました机実際にはこれを徹底させませんでした.

このような国の予防接種行政の在り方を世に問うため､ 1989 (平成元)年6月30日､

札幌地方裁判所に訴えを起こし､現在まで8年間審理が行われてきました｡

裁判の中で､国は､同じ注射の針を連続使用して予防接種をした場合に､ B型肝炎ウイ

ルスが感染する可能性があること自体は認めています｡しかし､国は､昭和33年の予防

接種規則により注射針を1人ごと取り替えるように決めてその方法を励行させてきたこ

と､予防接種以外の感染原因があり得ること､さらに､ B型肝炎の感染のメカニズムが明

らかになる昭和40年代後半まではB型肝炎ウイルスが持続的に感染して後に発症すると

いうことは分からなかったことなどから､国に費任はないと反論してきました｡
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( ｢肝炎訴訟を励ます北海大集会｣資料より)

しかし､前記のとおり､ 1953年のWHO報告は当時の厚生省も認識していたばかりで

なく､昭和20年代後半から日本の医学界に-ても血液を介して感染する肝炎の危険性

が論じられ､その原因かウイルスであり拝読感染するという知識は常識化していました｡

そのような状況の中で､厚生省は遅まきながら昭和33年になって注射針を1人ごとに取

り替えなさいとの規則を定めました机実際には同規則の徹底は行わず､現実には注射

針の連続使用を許してきたのです｡

このような事実を私たちは､学者証人や予防接種の現場で行ってきた保健婦さんらの

証言で明らかにしてきましたpさらに､肝炎の病状が極めて悲惨であることや肝炎患者

に対する社会的な偏見があることなどの実態も明らかにしてきました｡残る争点は､

個々の原告の感染原因か予防接種であるかどうかの点ですo

私たちはこの訴訟は5名の原告だけの問題ではなく､日本全国のC型も含めた肝炎患者

全体の問題だと考えていますo予防接種における注射器の連続使用がなければ､これだ

け多数の肝炎患者は生まれませんでしたoその意味で､国の厚生行政そ･のものの責任を

問う裁判ですo多くの方のこの訴訟に対する支援をお願いします｡

､　∴●　･

北海道肝炎訴訟を励ます会にお集まりの皆さんo

私たちのたたかいは､今も続いています｡裏書エイズのたたかいは被書者が声を上げ

るところから始まりました｡

龍平も勇気を出して､エイズ感染を公表し､薬書エイズ事件を知ってもらおうとしま

したoでも､公表できなかった人が勇気がないなどと考えてはいません｡公表できない

多くの感染者の苦しみを理解しながら､龍平は公表を決意したのです0

薬害の責任をはっきりさせ､裏書を許している社会をそのままにしないために日｡

今回､北海道肝炎訴訟を励ます会の講演を依頼され､ウイルス肝炎と薬害エイズとが

少なくない共通点を持っていることを､今さらながら知ることとなりました｡

札幌で皆さんとの出会いが､私たちにとっても真実の認識とたたかう勇気がさらに深ま

る磯会となることを心から願っております
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( ｢J肝炎訴訟を励ます北海大集会一葉Sq･よtJ )

3. 12肝失訴訟を励ます北海道大会

アピール

1989年6月30日､ B型ウイルス肝炎患者･キャリア5人が､肝炎ウイルスに感染

した原国は国が行ってきた集団予防接種での連続注射にあるとして､国に対して国

家賠償を求めました｡これが､北海道肝炎訴訟です｡

当初から､被告の国･厚生省は｢連続注射で肝炎ウイルスが感染する可能性｣に

ついて否定できませんでしたo 9年間に法廷では､集団予防接種がすべての国民に強

制された実態､昭和20年代後半には連続注射でウイルスによる肝炎が感染すること

を国が知り得たこと､法律を改正した後も現場では針も取り替えずに連続注射が昭

和50年頃まで漫然と続けられた事実､ WHO (世界保償鶴枯)の筈告を受け欧米並

みに｢注射筒も一人一人取り替えるよう｣通運を出してまだ10年しか経っていない

こと7Lj:ど明らかになりましたo

そして､ウイルス肝炎患者が社会的に差別を受けたり､医療費と肝ガンの恐怖に

苦しめられていることも明らかになりました｡

また､この間傍聴に参加した少なくない肝炎患者が､肝ガンでこの世を去ってい

ます｡

この裁判は原告5名だけの問題ではなく､わが国すべての肝炎患者の問題であり､全

肝炎患者を救済することが実現されてはじめてその目的を達成するものです｡

しかも今､国は医療･福祉の分野での施策を大きく後退させていますo　わずかに

地方自治体で息づいてきた肝炎公費医療制度も一斉に切り崩されようとしていますQ

いよいよこの裁判もー本年12月に結審となる予定ですo

肝炎患者の救済を求めて､本日このかでる2･7に参集した私たちほ､残された期

間にすべての肝炎患者救済に道を拓く判決をかちとるため､決意を新たにしました｡

全国の肝炎患者の皆さん､国民の皆さんに訴えますC是非､私たちとともにこの

訴訟に支援をお寄せ下さい｡すべての肝炎患者を救済するための私たちの活動にご

理解とご協力をいただけますようお願いいたします｡

1998年3月12日

●

●
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秋には､日頃お世話になっている家族と一席に､療養をかねて一泊二日

の富良野観光を計画しています｡尚､出欠のご案内を後日郵送致しますの

で､会員並びに家族の皆様方の多数のご参加お待ちしています｡

記.

日:時　平成10年9月5日(土)～6日(日)

場　所　　富良野市北の峯20-8

プチホテル　ベルヒルズ　℡0167-22-5200

集合場所　札操そごうl階南側玄関　札幌市中央区北5条西2丁目1

又は現地

集合時間　14時

交通手段　自家用車及びマイクロバス

参加費　　大人7千円

朝食後9時出発

↓

チ-ズ工房

上

席瀬の森｢北の森から｣ロケ地　黒坂五郎の石の家

↓

ジャム園　共済農場

1

美瑛　拓其館　(前田　某三)

1

昼食後2時出発
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北海道難病連と加盟団体の運営を安定させる為には､定期､定額の収入

が必要です0 -万人の協力者がいると､ 2千万円の財源となりますo資金

は､難病集団無料検診.相談会､医療講演会､機関誌｢なんれん｣の発行､

陳情.請願. PR活動､疾病別患者会･地域支部の活動､事務局の運営そ

の他に活用させていただき､加入者の皆様には､北海道難病連の機関誌

｢なんれん｣ ､集会､レクリェーション､チャリティバザーなどの各種ご

暴内､その他の情報をお届けします｡

ご家族､知人ー友人､協力会社の方々に､ご協力の程をお願い申し上げ

ます｡

年間一口2千円(法人､会社は一万円)

<申込み先>

札幌市中央区南4条酉1 0丁目

(財)北海道難病建

ち011-512-3233

●

皆様からの会費は､会の活動を支えていく源です｡まだ納入されていな

い方臥お手数でしょうが郵便局よ｡振替用掛こて下記までお振込み願い　●

ます｡

※口座名義　再不貧の会

※口座番号　02790-9-19577

※金窺　　　3600円
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